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論文審査の結果の要旨 

 

 １ 研究目的の評価 

   本研究は、膜様骨（ラット頭蓋骨）における骨再生の可能性とその 

有用性を検証するもので目的は十分に妥当である。 

 

 ２ 研究手法に関する評価 

 膜様骨の部分欠損モデルおいて、アテロコラーゲンを担体として 

増殖因子を添加することで、経時的に再生・新生量を定性的ならびに 

定量的に評価する手法は妥当である。 

 

 ３ 解析・考察の評価 

   上記手法で解析した結果、低架橋性アテロコラーゲンでは有意に骨 

新生がみられるも、bFGF は容量依存的に骨新生を抑制したことを明ら 

かにし、今後の膜様骨再生研究の進展に多いに貢献するものと期待さ 

れる。 

 

 

   以上のように本論文は膜様骨における骨再生・新生の機構を解明し 

臨床応用への実現化に貢献するところが大であり、審査委員は全員一致 

で博士（医学）の学位に値するものと判断した。 
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